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大手参入後もビジネスとしてはいまだ未知数
適合コンテンツとPDAが今後のカギを握る

電子書籍

日本の電子出版・これまでの流れ

電子出版は80年代にCD-ROMによる

パッケージメディアとしてスタートしたが、

最近ではインターネットを利用したオンラ

イン配信が拡大しつつある。ただし、ビ

ジネスとしての電子出版は、いまだ試み

と呼ぶべき段階にとどまっている。

出版物を電子的に提供する試みは、紙

の出版が抱えてきた問題点を克服するこ

とを目指している。紙の本は、大量生産

を前提とした印刷・製本工程や物流、在

庫管理を必要とする。限られた市場に向

けた少部数の専門書籍の場合、こうした

コストを吸収するために価格が高くなり、

そのためなおさら売りにくくなるという悪

循環が生じる。電子書籍をインターネッ

トで配信する電子出版なら、紙であるた

めに生じる物理的な問題は極めて少なく

て済む。そのため、これまで苦労してい

た小規模書籍出版社や、出版を志しなが

ら実現できなかった潜在的な出版人たち

がまずこの試みに関心を示した。その代

表格が93年に家庭のPCでも電子出版が

できる「エキスパンドブック」日本語版

を出したボイジャーだった。

また、同社の萩野正昭社長は、当初か

ら紙の本が持っている機能をパソコン上

で実現しようというコンセプトを持ってい

たため、既存の出版からの電子化を考え

ていた出版人と共通の認識を持つことが

できた。同社は新潮社や大日本印刷と共

同で、縦書き表示や印刷用フォントの移

植などを実現。多くの出版社が電子出版

をまじめに考えるきっかけにもなった。

インターネットを使った配信については

当初、ボランティア的なものが中心だっ

た。米国で市民が出版物を電子化してい

る「グーテンベルクプロジェクト」を参考

にした青空文庫は、文字通りボランティ

アで出版資産を電子化してインターネッ

トで公開する試みであり、作家の富田倫

生氏によって立ち上げられた。一方、ジ

ャーナリストの古瀬幸広氏が中心になっ

て開設した「honya.co.jp」は、読み手を

会員に組織して書き手を支えようという

新しい出版構造を作るビジョンを持って

いる。

次に、こうした出版物のネット配信を

ビジネスとして手がける業者も現れた。中

でも95年からパソコン通信での電子本販

売を続けている老舗格の電子書店パピレ

スは、既存出版物を電子化する小売店と

いうスタンスで生き残っている。

大手出版社の本格参入

しかし、こうした動きは、既存の出版

社にとって歓迎できるものではなかった。

青空文庫が電子化する著作物は基本的に

著作権保護期間が終了したものが対象に

なっているが、中には文庫として市場に

存在する著作物もある。また、電子書店

パピレスが一部の著者と直接契約を結ん

で電子本の販売を行ったことが、その出

版物の元本を刊行している出版社の逆鱗

に触れた。

そうした背景で登場したのが、大手文

庫出版社が99年に共同で立ち上げた電子

本販売サイト「電子文庫パブリ」だった。

既存出版社がインターネットでの電子本

販売手段を持つことで、著者が他の業者

に流れることを防ぐのが最初の目的だっ

た。しかし、電子書籍の市場性という点

では、今日に至るまで数字的に把握する

べきレベルになっていない。

電子出版に適したジャンル

百科事典は90年代中盤にCD-ROM化

が盛んに進められ、「今後は紙による百科

事典刊行はあり得ない」とまで言われる

ようになった。事・辞典もここ数年は電

子辞書が大きな市場を形成するようにな

り、販売価格ベースの年間売り上げが紙

の辞書に迫るまでになっている。地図に

ついても、製作工程の電子化とともに、

カーナビやインターネットの地図サイトな

ど利用の幅が広がり、地図出版社の中に

は売り上げの半分がカーナビ向けという

会社も現れた。

こうしたコンテンツに共通しているの

は、検索機能など電子的なコンテンツな

らではの便利さがあり、利用者にとって

利用スタイルもイメージしやすいという点

だ。逆に、これまでの電子書籍にはこの

明確な利用ビジョンが見えなかったと言

える。

PDAは電子出版の一大鉱脈となるか？

そうした中、99年にシャープが開始し

た電子書籍配信サービス「ザウルス文庫」

に始まる各社のPDA対応の動きが、閉塞

感のあった電子出版に光明を与えている。

PDAには専用端末のように特化した機能

はないが、若年サラリーマンに普及して

いたため、通勤時などに読むという利用

のイメージが見えやすかった。パブリのメ

ンバーでもあった大手出版社が、ザウル

ス文庫向けコンテンツが予想以上の売れ

行きだと報告したことで、他のメンバー

にもPDAへの関心が広まった。また、ボ

イジャーも、標準的な電子出版フォーマ

ットになりつつある「T-Time」のPDA

対応版を2001年の暮れにリリースした。

2002年に入ると、携帯電話キャリア最

大手のNTTドコモがシャープと共同で秋

からPDA向け電子本配信を開始すると発

表。4月下旬の東京国際ブックフェアで

はボイジャーとドコモの両陣営が大型の

ブースを出し、目玉の1つにもなった。

果たしてこの“PDA鉱脈”がeBook

の未来をどう左右するのか、注目される。

（星野　渉　文化通信社）
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